
公益社団法人日本天文学会理事会議事録 

 

日  時：2013年 9月 10日（火） 13:20 －14:40 

場  所：東北大学年会会議室（川内北キャンパス講義棟 C棟 303号室） 

出席理事：櫻井、奥村、中村、本原、熊谷、松尾、茂山、青木、宮田、山岡、石丸、滝沢、

林田（以上 13名） 

出席監事：郷田（以上 1名） 

欠席理事：山田（以上 1名） 

欠席監事：尾中（以上 1名） 

また、西野事務長が出席、山田理事の代理として大向氏が年会開催地担当として出席した。 

 

I. 確認事項など 

I-1 議事に先立ち、出席理事が 13名で定足数を満たし、本会が成立することが確認さ

れた。また定款に基づき、以下のとおり議長と署名人の確認がなされた。 

議 長：櫻井隆 

署名人：櫻井隆、奥村幸子、郷田直輝 

I-2 前回議事録 

資料 2に基づき、2013年 5月 11日の理事会議事録と 2013年 6月 10日の書面審

議の議事録が報告・確認された。 

 

II. 報告 

II-1 移籍・退会報告（資料 3、中村） 

2013年 5月 1日より 2013年 8月 31日までの間の移籍・退会者数が報告された。

準会員から正会員への移籍会員数は 2 名、正会員から準会員への移籍はなし、退

会者数は 5名（正会員 3名と準会員 2名）であった。 

II-2 開催中の年会に関する報告およびそれ以降の年会の進捗状況報告 

1. 開催中の年会（東北大学）について（大向） 

おおむね順調に進んでいる。前日に行われた学会の記者会見は研究発表が 2

件あり、3社（朝日新聞、毎日新聞、河北新報）が出席した。本日の朝刊、夕

刊（予定）、ウエッブ記事に研究発表の記事が掲載された。 

2. 年会登録状況（宮田） 

講演総数は 752件で前回の春季年会（埼玉大、679件）より増えた。PDLは

無し、最新情報コーナーは 2件あった。講演キャンセルが 4件もあり、4件と

も代読者もおらず、講演プログラムに完全に穴が開いた。例年、講演キャン

セルは 1 件程度、代読者が講演しており、今回のように穴が開いたのは初め



てである。今後対策等を検討する。 

3. 国際基督教大学（石丸） 

メインの年会会場として予定していた部屋が耐震工事のためレイアウトが変

更され、会場予約の変更を行った。ジュニアセッションを２日間開催したい

という要望があり、ジュニアセッション用の会場の予約期間を延ばした。会

員全体集会を行う部屋として現在、定員 340 人の部屋を確保しているが、定

員 500 人規模のオーディトリアムへの変更を検討している。当初計画してい

た保育室が年会会場から少し遠いため、会場に近い教会が利用できないか検

討している。記者会見用の部屋は中会議室を予定している。懇親会会場は大

学の食堂で、貸し切りではなく、一部を使用する。当日食堂は通常の夕方営

業も行うそうである。公開講演会は創立 60周年記念事業には組み込まなくて

もよいが、大学共催でやりたいと考えている。インターネットについては、

学生が授業等で使用している無線ランを用意する予定である。 

4. 山形大（滝沢） 

9 月 10 日に行う学会記者発表用の部屋として大学の記者発表用の部屋を予約

した。懇親会会場は市内のホテルキャッスルを仮予約した。会場まではバス

で移動する。公開講演会は吉田直紀氏、小山勝二氏、板垣氏に依頼した。 

5. 大阪大（林田） 

天文学会年会と日程が連続して豊中キャンパスで開催予定であった物理学会

は行われないことが決定した。年会会場は仮予約した。現在、大学への共催

願を申請中で、これが採択されると会場費（100万円）は無料もしくは減額さ

れる。懇親会は学内を予定している。公開講演会のテーマはこれから検討す

る予定である。 

II-3 事業担当理事の近況 

1. 月報（青木） 

今後、ALMA 特集を掲載予定である。最近月報のページ数が少ないという意

見が寄せられたが、ページ総数は減っていない。蔵出し記事をどのように選

ぶのか悩んでいる。1ページのみ閲覧でき 2ページ目以降は会員のみ閲覧可能

にするなどして、コンスタントに蔵出し記事を公開してもよいかもしれない。 

2. 庶務（中村） 

事務所職員と会計理事とともに、内閣府事業決算報告を作成し、6月に提出し

た。第 3 期代議員選挙の準備を進めている。学会事務所の規程の修正案の作

成を進めている。給与規程や就業規則は年度内に改定を目指す予定である。 

3. 会計（熊谷） 

来年度予算案作成の準備を始めた。各委員会に予算案作成を依頼し、12 月ま

でに予算案を作成する予定である。 



4. 天文教育（山岡） 

講師紹介プログラムの宣伝を行い、半年で 6 件の申請が集まった。現在のと

ころ 3~4 件派遣が決まっている。講師紹介プログラムの講師紹介のウエッブ

ページの情報が古いものもあり、更新を呼び掛けている。講師紹介フォーム

および天文教育委員会のページの更新を、学会ウェブページの更新に合わせ

て行いたい。開催中の年会では、ジュニアセッションが 2件あった。 

5. PASJ（茂山） 

OUP との委託販売契約し、9 月 10 日よりウエブ投稿システムに変更した。

PASJ出版費のために申請してきた科研費は今年度で終了。今年度の申請から、

科研費の募集要項が変更され、新規事業にのみ補助金を出すこととなった。

そのため、今年度科研費を申請するかどうかは早急に検討して決定する。 

II-4 全国同時七夕講演会の報告（山岡） 

80件以上の講演会が実施され、例年通り活況であった。 

II-5 事務所の近況報告（西野） 

庶務理事、会計理事とともに内閣府への報告書の作成・提出を行い、学会業務を

滞りなく遂行した。 

II-6 代議員選挙について（中村） 

第 1期代議員(17名)の任期が 2014年 3月 31日で満了となる。そのため、今年度

中に第 3 期代議員選挙を行う必要があり、選挙管理委員会、推薦委員会と意見交

換をし、選挙日程を決定した。9 月 20 日発行の天文月報 10 月号に代議員選挙の

公示が掲載される。開票は 12月 9日を予定している。選挙管理委員会、推薦委員

会とも今後の委員会スケジュールを決定した。 

 

III. 議題 

III-1 2013年度～2014年度ネットワーク委員会委員増員の承認（資料 5、中村） 

情報発信力強化のための学会ホームページの更新について、ネットワーク委員会

で検討を始めた。更新作業を進めるため、ネットー枠委員会委員の増員の提案が

あり、全会一致で承認された。 

III-2 学位論文のリポジトリ登録への対応（資料 4、茂山） 

学位論文のリポジトリ登録への対応について、次のようにすることが全会一致で

承認された。学位論文の一部または全文が PASJから出版されている場合、PASJ

で on-line 出版されてから 12 か月後に著者が機関リポジトリを通してその受理

原稿(出版社による校正をしていない原稿)を公開することを許可することとした。

またオープンアクセス論文は出版 PDF を随時登録可能とする。但し、引用情報

は必ずリンクすること。 

III-3 学会事務所各種規程の変更の承認（資料 6、中村） 



事務処理規程、経理規程、旅費規程、内地留学奨学金基金に関する財務規程、研

究奨励賞基金に関する財務規程、早川幸男基金に関する財務規程、林忠四郎賞基

金に関する財務程の変更案と創立 100 周年記念出版事業基金に関する財務規程

の廃止案について説明があり、全会一致で承認された。 

III-4 新規加入者の承認（中村、資料 3） 

全会一致で承認された。 

 

[資料リスト] 

資料 1 理事会出欠表 

資料 2 前回理事会（2013/5/11, 2013/6/10）議事録 

資料 3 新規入退会・移籍者などの報告 

資料 4 PASJ報告資料 

資料 5 2013年度～2014年度ネットワーク委員会委員増員の提案 

資料 6 公益社団法人日本天文学会事務所規程の修正案 

 

2013年 9月 10日 

    会 長：櫻井 隆     印 

 

 

    副会長：奥村 幸子    印 

 

 

    監 事：郷田 直輝    印 


